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研究成果の概要 

本研究では、花粉管細胞の化学屈性をモデルに、細胞全体で 1 分子・超解像イメージングを達成

する新規顕微鏡技術の開発と、多様なカーゴ分子群の同定を主軸に、化学屈性を駆動する膜交

通ダイナミクスを解明する。花粉管は直径が 5～10 µm程度の管状のシングルセルである。細胞先

端での膜交通が、驚くべき精度での伸長方向の制御や、安定した伸長維持を担う。本年度、5グル

ープ（東山G、植村G、海老根G、池田G、水多G）で連携して研究を進めた。花粉管における３色

超解像イメージングにおいて、同一の R-SNARE を異なる蛍光タンパク質でラベルするコントロー

ル実験を行い、R-SNARE の種類によって局在が異なることが改めて示唆された。花粉管先端に

一様に存在する傾向のある 2種と、先端に集中する傾向のある 2種が観察されており、異なるアダ

プタータンパク質を使ったクラスリン依存的エンドサイトーシス経路で花粉管先端へとリサイクリング

する仕組みが示唆された。これらの膜交通と、誘引物質ペプチド、誘引物質受容体、主要な花粉

管構成成分であるペクチンなどとの関係に迫るべく、単一対物レンズ式ライトシート顕微鏡の開発

と、超解像イメージングおよび一分子イメージングの技術開発を進めた。 
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